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イワヅタ とサボテ ングサの託手走細胞

. 
時間 旬I~

島根l際問~11皮向島前の黒木御)予dJl:の下の悔は，明治43(，1'.. 9月，岡村金太郎先

生が，紅海κ産するイワヅグ屈の 1HIを護見，とれをクロキヅタと命名され
て以来，近年伊:磁の沿岸でも採集されるまでは，此の珍海藻の邦内11住ーの産

地として知られ，大ilミ11(，1三天然記念物に指定されて今日に及んでいる。 北

大水産I);q"J部の堅生に陪|妓 I:I~，身の人がいたので或る瓦休みに少し採集して射

るように組んだと とがるる。すると蛇硯の目を盗んで、採集してきたといって，

美事主主標本を津山持って長'J!~って くれたのには柳か恐給したのでるった。 その

人は今は故人と友った奥村久誠君で，京の名は北大のJJI~:葉庫は勿論，交換の

ために迭った海外の大串の標本室1にも美しい標本の採集者として永久に残る

ととに怒った。その後，やはり謄l肢のクロキヅグの標本が，今度はたった一枚

恭しく寄胞にたったととがるる。それはJJJ根賜知夫郡梨:木村ーの村長・安nii剛氏
から隠i岐水産墜校長r.n日二郎氏に贈られたものを間口氏から母校へと送って

来られたのである。との標本は，照宮棋が符11結婚を前に EI 本各地を ~~il1.夜行遊

ばされた折，松江市にゐ立寄りの|緊，天然記念物として台覧に供するため，

村長自ら採集した標本の一部であるとのとと。そとで村・長の好意を謝するつ

いで、に，近年イワヅク屈には肘ー走する配偶子が護見され墜界の話題となって

いるから (DOS，TAL 1928， 1929; SCHUSSmG 1929)クロキヅタを手近かに

採集できる武村で・， g制交の先生に研究して頂けたら製JI'-のためにクロキヅタ

がー唐荷役に立つでしょ うと千紙に苦いた。する と村長から丁重君主返事をい

ただいたが，その中に「街l示知の如くとのものは胞子によって繁殖せ歩輩葉

を仲長して大ノj、の群落を君主し，自然分裂移動候もののtIIにて藍よ り輩を出し

実よ りも藍を出し候」とるり，塁喜界の新設見のと とはてんで興味を惹かない

ととを知って少主主から十失望し，教科書的知識の国陥.さというものを痛感し

た弐第であった。

イワ ヅタ J~jの滋走細胞のととは今日では肢に常識であるが， 筆者がこれを

資見する機合にA1~まれたのは11住の一回，昭和 13 年 6 月，那覇でピヤ クシンヅ
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グを採集した折のととである。胴前LI1:入れて持ちかえり，バッ ト の中で私~7K

k浮べて見ていると濃維色の液が，藻休の各月iから器底に向つですぢに主主っ

て沈降し，器底は忽ち紘色と君主り， 藻休は殆ど色が!虎けてしまった。との紘

色のj夜をスライドl乞取って検鏡すると無数の俳走車!U.lJ包が右往左往している。

胴筒しの ~I:I は紘色の液でよごれ，蕊休は所々 lJ5t色してたり，ルーペで見ると休

表面に短い毛のよう君主管がいくつも IJ1ている。との管から梯走*iIl胞と共に休

の内容物が一声?に流出したわけで，ホルマリン海水に貯えた標本にもとの管

を見るととができた。

サボテングサの瀞走市Is胞は，百年も前ーに殻見されている (DERBお&SOLIER 

1856)。その形や出来方などは殻見首時ρ論文の持岡がそのまま多くの教科書:

に引用されている。との断定細胞が配偶子らしいととは，護見詰・時から言わ

れていたが，接合は今日まで誰も見?と人が無い。ただ最近， との俳走細胞に

2種類あって別kの付えから悦ぎ出るととがわかった(J.FELl川Al'¥'i¥1951)。

一方は長さ 7~8μ，幅 3~4 ，u で， 3佃のノj、英紘休を有し，後部に三日月71去の

眼黙を一つ持っている。もう一つの方は僅かに小さく (長 さ 5~6μ)， 実紘休

は同様であるが限製iは無い。いやれも著しい趨光性を示さすヘすぐに蓮動力

を失ってしまう。とれらは性を異にナる配偶子にちがいえEいと忠われるカも

接合を見るととには成功していない。ととるで問題はとの配偶子の併出の有

様で， 11[81体の内容物が一斉に殆ど全部流出する有棋は，イワヅグ属の配偶

子放出の有棋に紡~jlll と している。

従来サボテングサ風はミ Jレ属に近いものと考えられ， ミル;f;;I.のハゴロモBi

科 Udoteae11:分類されていたが， 配偶子の形態と其の脱出が1個体の内容全

部にー践に行われる製i(holocarpic) 11:於て， ミル民よりはイワヅグ屈に近い

と考えられる事は，既にとれら雨廊の近縁関係にbるととが市!lI.IJ包皐的性質の

近似する製 (heteroplasticであるとと)から提唱されていたのを(J.FELD-

MAi¥:-¥ 1946)，更に裏書きするものと言えるので， ハゴロモ科 Udoteaceaeと

イワヅタ科 Call1el'仰ceaeとの 2科をイワヅグ目 Calll仰向lesとし，残徐の存!を

容れた管!Ik藻目 Siphonales(狭義)からは猫立した闘 として分類するととがiJt
11呂されるに至つた(J. FELDlV1ANN 1951)0 (北海道大祭t主主任部*&ri準教室)
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